
 
 

                          令和７年３月２１日 

                      北九州市都市ブランド創造局 

報道機関各位 
 
 

重要文化財指定の答申について 

 

 

国の文化審議会（会長 島谷
しまたに

 弘幸
ひろゆき

）が、令和７年３月２１日（金）に開催さ

れ、同審議会文化財分科会の審議・議決を経て、新たに４件の美術工芸品を国宝

に、４２件の美術工芸品を重要文化財に指定することについて、文部科学大臣に

答申する予定です。 

 本市からは、「伊能忠敬測量図（実測輿地図）」が重要文化財指定の答申を受け

る予定です。 

   

 

【重要文化財（歴史資料）】 
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【問合せ先】 

都市ブランド創造局 文化企画課 

担当：楠本、橋本 

連絡先：093-582-2391  



 
 

【重要文化財（歴史資料）】 

 
（１）名称 

伊能
い の う

忠
ただ

敬
たか

測量図
そくりょうず

（実測
じっそく

輿
よ

地図
ち ず

）  ３鋪 

 
（２）所有者 

株式会社ゼンリン（ゼンリンミュージアム保管） 
   福岡県北九州市戸畑区中原新町３－１ 
 
（３）法量 

省略 
 
（４）時代 
   江戸時代 
 
（５）解説 

  １９世紀前半、伊能忠敬（１７４５～１８１８）率いる測量隊は、１０ 
次にわたる全国測量を行い、精度の高い日本地図を作製した。忠敬は、測 
量結果を段階的に地図化していくなかで地図の精度を向上させ、地図は最 

終的には忠敬没後の文政４年（１８２１）に「大日本沿海輿地
よ ち

全図」とし 

て完成し、幕府に献上された。 
 本件は、「実測輿地図」と当初の題簽をもつ最終版伊能図（小図、縮尺 
１/４３２，０００）で、３鋪で日本全体をあらわす。最終版伊能図の小図 
は、昌平坂学問所伝来の地図（東京国立博物館蔵、重要文化財）に次ぎ２ 
例目となる。本地図は針孔、白径（圧痕による下書線）を有し丁寧な描写 
態度がみられ、地名や地物が旧昌平坂学問所本とほぼ一致することから、 
文政４年頃に作製され、大名家か幕閣に献上された地図と推測される。類 
例稀な「大日本沿海輿地全図」（小図）として測量史、地図史上に重要で 
ある。 

 
 
 
 
 



 
 

（６）文化財写真（） 
 

 

伊能忠敬測量図（実測輿地図） 



 
      
 

          
                             

    
 

   
 

   
 

   
  

   

 

     
     
     
     

     
     
     
     
     
     
     

          
 

     
   

   
 

        
 

     
   

   
 

        
 
 

 
               

               
              

             
          

          
              

              
                  

                 
       

                 
                  

         
  
 
 
 

  

 



 

  

  


